
大腸ＥＭＲ（大腸内視鏡的粘膜切除術）　入院診療計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様 　入院日：　  　 　　月　 　   　日

※この用紙は入院時に必ずお持ち下さい。 主治医･指示医：　　　　　　　　　　 病棟：　　　　棟　　　　　階

担当看護師：　　　　　　　　　　　 病棟責任者：　　　　　　　　　　

　外来（　　　/　　　） 　　　入院日当日（　　　/　　　）午前 　　　入院日当日（　　　/　　　）午後 　　　退院日（　　　/　　　）

検査･治療･処置 ●血液検査 ●入院時に検温に伺います ●排尿を済ませて下さい ●朝６時～７時頃採血に伺います
●胸部・腹部レントゲン
●心電図 ●治療前にすぐに点滴を始められるように午後から ●内視鏡室で術衣に着がえて頂きます ●点滴の針を抜きます

　右手に針を留置させて頂きます
　上記の検査を行います ●治療後は医師の指示により車いすまたは

●下剤服用後、排便状態を看護師に見せてください 　ストレッチャーにて病室までお迎えにあがります
　状態により追加処置（大量のお湯で腸内洗浄）を
　させて頂きます

薬剤 ●現在服薬中のお薬がありましたら ●持参されたお薬がありましたら看護師に教えて下さい●本日は点滴が3本あります
　お知らせ下さい ●持参されたお薬は医師の指示があれば服用して

●１０時頃より下剤を飲んで頂きます 　 いただいてかまいません

　　

●眠前に下剤(センノシド2錠・マグコロール
　１包）を服用して頂きます

安静度 ●制限はありません ●病棟内は自由に歩いて頂けます ●基本床上安静、トイレ歩行のみ可能となります ●医師が診察後、異常がなければ普段通りの
リハビリテーション ●本日は入浴出来ません 　生活ができます

全身管理 ●出棟時･帰室直後･１時間後・21時に検温に ●朝6時・10時頃検温に伺います
　伺います　　
●腹痛・嘔気・嘔吐・腹部膨満感など不快な症状が
　あればお知らせ下さい

食事･栄養管理 ●前日は食物繊維の多い食べ物（野菜・ ●終日絶食になります ●終日絶食です ●採血の結果でお昼より食事開始となります
　・キノコ・豆類・海草など）や脂肪分の多い物・●下剤の服用方法はパンフレットを参考にして ●帰室後より飲水500cc程度（番茶・白湯・スポーツ飲料）可能です　　（全粥・軟菜）　
　・小さな種のある果物はお避け下さい 　飲んで下さい 　　　 　

●特別な栄養管理 （　　　有　　　無　）
●夕食はなるべく早い時間にお済ませ下さい

説明･指導・教育 ●医師より治療の説明があります ●病棟内の案内があります ●時計・眼鏡･マニキュア・ヘアピン・化粧・義歯 ●昼食後、痛みなどがなければ14：00頃退院となります
●入院日に検査用トランクスをご用意下さい ●入院申込書並びに身元引受書を承諾書をご持参し、　指輪・コンタクトレンズ・指輪・ピアスなどは ●退院指導をさせて頂きます
　（地下の売店で販売） 　提出して下さい 　お取り下さい
●承諾書・入院申込書並びに身元 ●薬剤師が薬の説明に伺います 　　　　　　　（食事・運動について、別紙参照）
　引き受け書を入院日までに記載して下さい

　
　　　（本人・代諾者）に医師：　　　　　　　　　が説明しました。　上記の内容について説明を受けました。　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様 京都桂病院消化器内視鏡センター　2016.1.12 Ver.10-5

症状説明：あなたの病名は(                  )です。大腸に(              )があり、諸検査の結果から
　　　　　　 静脈麻酔下で、内視鏡を使用して切除する手術を行います。入院期間は約２日間です。 退院基準　：　食事摂取後も腹痛・出血・発熱がない




